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対象 ２年次 開講期 後期 区分 必修 種別 講義 時間数 30 単位 2

担当教員
実務
経験

有 職種

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

成績評価方法

2021年度　日本工学院専門学校

コンサートイベント科

音楽基礎４

矢口 優太 コンサート制作/ツアーマネージャー

授業概要

この授業では、パワーポイントを基に、画像・動画・ネット上の情報等のリファレンスを用いた講師のプレゼンテーションを通し、毎回のテーマにつ
いての現状理解～問題提起～解決策といったプロセスをもって、思考力と理解力を高める。また、学生同士で話し合わせるアクティブラーニング手法
を取り入れ、コミュニケーションやグループワークの経験機会を持つ講義を実施予定。

到達目標

義務教育や高等教育では享受する機会の少ない社会共通のビジネス基礎を習得し、自分で考え出す力や市場にコミットする力を身につけることで、
ウィズコロナやアフターコロナを生き抜くアイディアや意見を創出できるようになることを目標とする。

授業方法

オンライン形式
15分～20分間のオンライン講義を前半・後半の２つに分けて実施
理解度を深めるため、講義を受講した後に設問へ解答。

海外コンサート・ツアー制作③
国際情勢の考察。海外ツアーにおける制作実務と専門知識を学ぶ。

試験・課試験題　評価比率50％　課題毎に提出。試験の受験・点数により評価
出席率　評価比率50％　オンライン講義への出席率により評価

履修上の注意

・原則自宅にて受講をする
・オンライン講義を視聴後は必ず設問へ解答を行う
・設問への解答が確認できない場合は欠席扱いとする。(公欠などは除く)
・授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。(後期講義数全15回)

教科書教材

教科書の使用などは無し
毎回の講義でPowerPoint資料を用意
毎回の講義後に設問を用意

授業計画

音楽ビジネスとビジネス基礎①（コロナ禍と助成金）
音楽ビジネスの事例をもとに、義務教育や高等教育では学べないお金や税金、起業について学び、人生の選択肢を広げる。

音楽ビジネスとビジネス基礎②（クラウドファンディング）
音楽ビジネスの事例をもとに、義務教育や高等教育では学べないお金や税金、起業について学び、人生の選択肢を広げる。

音楽ビジネスとビジネス基礎③（起業と税金）
音楽ビジネスの事例をもとに、義務教育や高等教育では学べないお金や税金、起業について学び、人生の選択肢を広げる。

海外コンサート・ツアー制作①
国際情勢の考察。コンサートやツアー制作における海外と国内公演の違いを学ぶ。

海外コンサート・ツアー制作②
国際情勢の考察。海外ツアーにおける旅行業界の基礎と専門知識、法令を学ぶ。
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第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回 後期試験対策 / 後期講義振り返り

2021年度　日本工学院専門学校

コンサートイベント科

音楽基礎４

海外コンサート・ツアー制作④
国際情勢の考察。日本人アーティストが海外進出するための助成制度などを学ぶ。

海外アーティストが日本でライブをするためには？
海外アーティストが日本公演を実施するために必要なビザの種類や制作に必要な手順を学ぶ。

世界に開かれた日本の音楽ビジネス
サブスクリプションの普及により世界に広がる音楽市場。Haneda International Anime Music Festivalを事例に、世界に通用する日本
の音楽ビジネスを考察する。

世界で活躍する音楽業界関係者インタビュー
業界関係者インタビューで生きた情報を得る。

キャリアプランニング①
時事問題や経済、エンタメニュースを考察する力を身につける。ビジネス用語、マナー講座。

キャリアプランニング②
時事問題や経済、エンタメニュースを考察する力を身につける。3年先、5年先、10年先のキャリアビジョンを考える。

アクティブラーニング発表会①　※感染症の影響等で不可能な場合は通常対応
生徒自身によるプレゼンテーションやディスカッションの準備。

アクティブラーニング発表会②　※感染症の影響等で不可能な場合は通常対応
生徒自身によるプレゼンテーションやディスカッションの発表。


